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強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

奥

脇

徳

一
、
入
隊
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
ま
で

私
は
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
一
月
五
日
、
本

籍
で
出
生
。
山
梨
航
空
技
術
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和
十
八

（
一
九
四
三
）
年
十
一
月
十
日
、
現
役
志
願
兵
と
し
て
仙

台
市
東
部
第
一
一
二
部
隊
航
空
教
育
隊
に
入
隊
。
同
年
九

月
、
満
州
国
浜
江
省
佳
木
斯
飛
行
連
隊
に
転
属
し
飛
行
機

整
備
兵
と
し
て
勤
務
。
続
い
て
昭
和
二
十
年
八
月
奉
天

（
瀋
陽
）
飛
行
場
に
お
い
て
勤
務
中
、
ソ
連
軍
が
ソ
満
国

境
を
突
破
し
て
満
州
国
に
南
下
を
開
始
し
た
と
い
う
情
報

を
聞
き
、
奉
天
飛
行
場
周
辺
に
ざ
ん
ご
う
を
掘
っ
て
戦
車

攻
撃
に
備
え
な
が
ら
十
五
日
正
午
、
天
皇
陛
下
の
終
戦
の

詔
勅
を
聞
き
、
ま
さ
か
日
本
が
負
け
る
と
は
と
部
隊
全
員

が
っ
か
り
し
た
が
、
十
七
日
午
後
、
ソ
連
兵
が
奉
天
飛
行

場
に
侵
入
し
て
き
た
た
め
部
隊
は
戦
わ
ず
し
て
武
装
解
除

さ
れ
、
私
ど
も
部
隊
全
員
、
奉
天
小
学
校
に
集
結
し
収
容

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
収
容
所
で
作
業
隊
編
成
が
あ
り
、
ソ

連
軍
の
命
令
に
よ
っ
て
三
十
人
編
成
の
数
組
が
動
員
さ

れ
、
毎
日
鞍
山
製
鉄
所
の
解
体
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、

十
一
月
末
ま
で
一
日
八
時
間
労
働
で
こ
き
使
わ
れ
ま
し

た
。十

一
月
末
、
私
ど
も
の
部
隊
は
千
人
組
の
作
業
隊
に
再

編
成
さ
れ
、
鞍
山
駅
か
ら
「
東
京
ダ
モ
イ
（
帰
る
）
だ
」

と
だ
ま
さ
れ
て
鉄
の
家
畜
輸
送
車
に
乗
せ
ら
れ
、
一
カ
月

も
か
か
っ
て
ウ
ズ
ベ
ク
ス
タ
ン
の
首
都
タ
シ
ケ
ン
ト
市
の

近
く
に
あ
る
ア
ン
グ
レ
ン
と
い
う
小
さ
な
街
の
収
容
所
に

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
収
容
所
は
先
に
ド
イ
ツ
人
捕
虜
が
収
容
さ
れ
て
い

た
と
い
う
半
地
下
式
の
木
造
ハ
ウ
ス
で
、
一
棟
百
人
が
生

活
で
き
る
大
き
な
隊
舎
で
し
た
。
真
ん
中
に
一
・
五
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
通
路
が
あ
り
、
両
側
に
二
段
ベ
ッ
ド
式
の

板
張
り
の
座
敷
に
毛
布
一
枚
の
ご
ろ
寝
で
し
た
。
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二
、
石
炭
掘
削
の
地
下
作
業
に
酷
使
さ
れ
て
‼

仕
事
は
ア
ン
グ
レ
ン
街
近
く
の
地
下
鉱
山
の
石
炭
掘
削

作
業
で
し
た
。
一
日
三
交
代
で
八
時
間
労
働
、
ノ
ル
マ
は

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
炭
坑
に
は
大
勢
の
ウ
ズ
ベ
ッ
ク
の

地
方
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
そ
れ
ほ
ど
ノ
ル
マ
が
過

大
で
な
か
っ
た
。
ま
じ
め
に
働
け
ば
毎
日
一
〇
〇
％
の
成

果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
・
ハ
ラ

シ
ョ
ー
ラ
ボ
ー
タ
ー
（
日
本
人
は
働
き
者
だ
な
あ
）」
と

褒
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

給
与
は
黒
パ
ン
、
燕
麦
、
雑
穀
等
が
規
定
に
よ
っ
て
配

給
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
ピ
ン
は
ね
さ
れ
て
か
、
我
々

に
配
給
さ
れ
る
量
が
少
な
く
い
つ
も
空
腹
で
、
み
ん
な
次

第
に
や
せ
て
栄
養
失
調
患
者
（
三
級
軽
病
人
）
が
多
く
出

ま
し
た
。
ま
た
、
炭
塵
で
胸
を
患
う
病
人
も
多
く
出
て
、

収
容
所
長
の
衛
生
管
理
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
と
本
部
か

ら
再
三
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
一
番
困
っ
た
こ
と
は
、
衣

服
は
着
た
ま
ま
で
交
換
も
な
く
二
年
、
入
浴
は
な
く
シ
ャ

ワ
ー
を
一
週
間
に
一
、
二
回
浴
び
る
だ
け
、
そ
れ
で
も
シ

ラ
ミ
が
少
し
出
ま
し
た
が
伝
染
病
は
出
な
く
て
幸
い
で
し

た
。冬

季
、
タ
シ
ケ
ン
ト
地
方
は
零
下
三
〇
度
ま
で
下
が
り

ま
す
が
、
炭
坑
は
地
下
式
で
し
た
の
で
零
下
五
度
く
ら
い

で
し
た
か
ら
比
較
的
越
冬
は
楽
で
し
た
。
困
っ
た
こ
と
に

ソ
連
の
軍
医
は
健
康
管
理
が
全
く
で
た
ら
め
で
、
熱
が
出

な
い
人
は
病
人
で
は
な
い
と
言
っ
て
休
ま
せ
て
く
れ
ず
、

栄
養
失
調
者
や
リ
ウ
マ
チ
患
者
は
う
そ
つ
き
だ
と
作
業
に

出
さ
れ
苦
労
し
ま
し
た
。
私
は
昭
和
二
十
二
年
夏
ご
ろ
マ

ラ
リ
ア
病
に
侵
さ
れ
高
熱
が
出
ま
し
た
の
で
、
ソ
連
の
軍

医
も
日
本
の
軍
医
も
親
切
に
よ
く
看
て
く
れ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

収
容
所
の
中
で
は
「
日
本
新
聞
」
が
配
ら
れ
、
民
主
運

動
と
か
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
論
と
か
、
研
究
会
も
組
織

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
ど
も
仕
事
（
炭
坑
）
場
で
ソ
連
人
と

一
緒
に
働
い
て
い
る
者
に
は
ア
ク
チ
ー
ブ
の
人
た
ち
も
意

地
悪
を
し
な
か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

三
、
マ
ラ
リ
ア
の
発
熱
で
生
命
拾
い

私
は
、
マ
ラ
リ
ア
に
な
っ
て
高
熱
に
う
な
さ
れ
る
と
必
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ず
故
郷
に
い
る
父
や
母
が
「
徳
、
死
ぬ
な
よ
、
生
き
て
日

本
へ
帰
る
だ
ぞ
‼
」
と
励
ま
し
て
く
れ
る
夢
を
見
ま
し

た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
生
死
の
境
に
立
っ
た
時
は
「
死
ん

で
た
ま
る
か
、
生
き
て
日
本
に
帰
る
の
だ
」
と
自
分
で
自

分
を
励
ま
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
六
月
中
旬
こ
ろ
、
炭
坑
か
ら
帰
る
と
収

容
所
長
か
ら
「
貴
殿
ら
は
よ
く
働
い
て
く
れ
た
の
で
ス

タ
ー
リ
ン
閣
下
は
約
束
通
り
東
京
ダ
モ
イ
が
許
可
さ
れ

た
」
と
自
慢
げ
に
ダ
モ
イ
を
言
い
渡
し
た
。
私
ど
も
は
半

信
半
疑
で
ま
た
だ
ま
さ
れ
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
翌

朝
早
々
出
発
命
令
。「
生
命
だ
け
持
て
ば
何
も
要
ら
な
い
」

と
空
っ
ぽ
の
雑
の
う
を
ぶ
ら
下
げ
て
汽
車
に
飛
び
乗
っ

た
。昭

和
二
十
三
年
七
月
二
日
ナ
ホ
ト
カ
港
に
着
い
た
私
ど

も
は
、
二
週
間
ナ
ホ
ト
カ
収
容
所
で
「
日
本
上
陸
の
た
め

に
理
論
武
装
教
育
を
行
う
」
と
決
め
つ
け
ら
れ
、「
共
産

党
革
命
論
」
と
か
、「
赤
旗
の
歌
」
と
か
、「
天
皇
制
打
倒

論
」
と
か
を
宣
教
さ
れ
た
の
で
、
何
で
も
ハ
イ
、
ハ
イ
と

勉
強
し
ま
し
た
。

七
月
十
一
日
早
朝
、
日
の
丸
の
国
旗
を
掲
げ
た
日
本
船

「
恵
山
丸
」
が
ナ
ホ
ト
カ
港
に
接
岸
し
た
。
私
ど
も
を
迎

え
に
来
て
く
れ
た
復
員
船
で
あ
る
。

乗
船
名
簿
を
読
み
上
げ
ら
れ
た
戦
友
は
涙
を
こ
ぼ
し
な

が
ら
船
上
の
人
と
な
る
。「
奥
脇
徳
」「
ハ
イ
」
と
大
声
を

上
げ
た
が
一
緒
に
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
こ
れ
で
地
獄
は
脱
出

だ
、
日
本
に
帰
れ
る
ぞ
‼

と
タ
ラ
ッ
プ
を
踏
み
締
め

た
。船

中
で
は
真
っ
白
い
御
飯
に
鯛
の
頭
つ
き
。「
兵
隊
さ

ん
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
女
の
子
の
放
送
に
、
生
き
て

帰
っ
た
の
だ
と
実
感
し
た
。

翌
十
二
日
、
抑
留
者
二
千
人
を
乗
せ
た
「
恵
山
丸
」
は

舞
鶴
港
に
入
港
、
私
ど
も
は
婦
人
会
の
人
々
の
日
の
丸
の

旗
に
迎
え
ら
れ
舞
鶴
港
に
上
陸
。
そ
れ
か
ら
丸
一
日
、
ソ

連
抑
留
中
の
概
要
を
米
軍
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
い
う
人
た
ち
か
ら

根
掘
り
葉
掘
り
聞
か
れ
た
後
、
一
金
八
百
円
也
の
上
陸
手

当
を
い
た
だ
い
て
、
山
梨
県
庁
か
ら
迎
え
に
来
て
く
れ
た

復
員
係
官
に
案
内
さ
れ
て
帰
郷
し
ま
し
た
。
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四
、
家
族
や
国
民
の
皆
さ
ん
に
遺
し
た
い
こ
と
ば

帰
国
後
約
半
年
く
ら
い
、
私
は
栄
養
失
調
症
や
抑
留
疲

労
の
た
め
の
静
養
を
し
ま
し
た
が
、
父
の
家
業
で
あ
る
織

物
業
（
甲
斐
絹
や
洋
服
地
等
）
に
専
念
し
、
工
場
を
経
営

し
て
祖
国
再
建
の
た
め
に
と
頑
張
り
通
し
ま
し
た
が
、
ど

ん
な
に
仕
事
が
苦
労
な
時
も
、
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
を

思
え
ば
「
こ
の
く
ら
い
の
こ
と
で
」
と
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ベ
リ
ア
で
亡
く
な
っ
た
戦
友
の
慰

霊
や
遺
骨
収
集
の
た
め
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
に
加
入
し

て
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
等
の
墓
地
調
査

（
調
査
班
長
渡
辺
時
雄
氏
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
こ
う
し
て
苦
し
か
っ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
時
代
の
報
告

記
を
書
き
終
わ
っ
た
と
き
、
ぜ
ひ
、
私
の
子
孫
や
若
い
国

民
の
皆
さ
ん
に
遺
し
て
お
き
た
い
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
「
平
和
」
の
一
言
で
あ
り
ま
す
。
世
界
中
の
人
が

平
和
を
愛
し
、
二
度
と
再
び
戦
争
を
な
く
し
、
我
々
の
よ

う
な
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

そ
し
て
家
中
仲
良
く
、
よ
く
働
け
ば
家
も
安
泰
で
栄
え

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

以
上
、
お
願
い
し
、
私
の
抑
留
労
苦
の
報
告
を
終
わ
り

ま
す
。強

制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

渡

辺

龍

三

私
は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
十
日
、
霊
峰

富
士
山
麓
で
出
生
、
東
京
逓
信
講
習
所
を
卒
業
後
郵
便
局

に
勤
務
中
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
五
日
、
現

役
兵
と
し
て
東
京
麻
布
近
衛
師
団
東
部
第
一
六
部
隊
（
通

信
隊
）
に
入
隊
、
直
ち
に
満
州
国
錦
州
第
二
七
師
団
付
通

信
隊
に
配
属
さ
れ
、
錦
州
付
近
の
警
備
に
当
た
り
な
が
ら

師
団
の
通
信
勤
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

一
、
ソ
連
攻
撃
か
ら
シ
ベ
リ
ア
抑
留
ま
で

昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
私
ど
も
は
ソ
連
、
満
州
、
朝

鮮
、
三
国
国
境
の

春
山
岳
地
帯
に
展
開
し
た
第
一
一
二

師
団
司
令
部
の
暗
号
解
読
通
信
隊
と
し
て

春
司
令
部
の
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